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At a Glance

セグメント別売上構成

財務数値（2023年3月期）

非財務数値（2023年3月31日現在）

売上収益

1,439億円
（前年同期比+9.8％）

連結営業利益

53.1億円
（前年同期比-2.8％）

営業利益率

3.7%
（前年同期比-0.5％）

国内/海外営業利益比率

国内 56.6%
海外 43.4%
（前年同期比

国内-0.5%/海外+0.5%）

ROIC

16.6%
（前年同期比-1.3％）

総還元性向

31.2%
（前年同期比+7.6%）

正社員

2,346名
国内 1,778名

海外 568名

正社員派遣

3,866名

派遣スタッフ

17,059名

Well-being スコア

66.5pt

2023年1月時点

社外取締役比率

60% (3名/5名)

2023年6月時点

女性管理職比率

30.4%
国内 14.4%

海外 54.5%
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海外⼈材サービス開始
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会社‧株式情報

会社概要

社名 株式会社ウィルグループ

設立 2006年4月3日

代表者 代表取締役社長　角 裕一

所在地 〒164-0012

東京都中野区本町⼀丁⽬32番2号ハーモニータワー27階

代表電話 03-6859-8880

連結社員数

（正社員‧正社員派遣）
6,212名（2023年3月31日現在）

グループ会社 49社（国内：15社　海外：34社）（2023年3月31日現在）

資本金 2,187百万円（2023年3月31日現在）

株式の状況

（2023年3月31日現在）

発行可能株式総数 63,360,000株

発行済株式の総数 22,944,100株

株主数 16,996名

大株主の状況

（2023年3月31日現在）

株主名 持株数(株) 持株比率(%)

池田 良介 4,204,100 18.33

株式会社池田企画事務所 2,007,500 8.75

大原 茂 1,680,500 7.33

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,612,800 7.03

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND (PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO) 1,058,509 4.61

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 893,141 3.89

ウィルグループ従業員持株会 513,148 2.24

GOLDMAN,SACHS&CO.REG 484,700 2.11

STATE STREET BANK AND TRUST CLIENT OMNIBUS ACCOUNT OM02 505002 420,900 1.83

渡部 信吾 400,000 1.74

（注）

１．自己株式には、「役員向け株式交付信託」が保有する当社株式279,441株は含めていません。

２．持株比率は、自己株式5,409株を控除して計算しています。
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株式分布状況

（2023年3月31日現在）

個人‧その他 59.06%

外国法人等 17.61%

金融機関 13.98%

その他の法人 9.33%

自己株式 0.02%

主要グループ会社

国内

株式会社ウィルオブ‧ワーク 株式会社ウィルオブ‧コンストラ

クション

株式会社ウィルオブ‧チャレンジ 株式会社クリエイティブバンク

株式会社CEspace フォースタートアップス株式会社
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海外

WILL GROUP Asia Paci�c Pte. Ltd.

編集方針

本統合報告書は、当社のミッションと、中⻑期的な企業価値向上に向けた事業活動、中期経営計画やサステナビリティの取り組み等について、財務‧

⾮財務情報を統合したコミュニケーションツールです。また、国際統合報告評議会（IIRC）「国際統合フレームワーク」、Global Reporting Initiative

（GRI）「GRIスタンダード」、経済産業省「価値協創ガイダンス」などの主要ガイドラインに基づき、財務‧⾮財務情報を記載しています。本統合報

告書を通じて、株主や投資家をはじめとするあらゆるステークホルダーの皆さまに、当社の価値創造ストーリーをご理解いただくことを⽬的としてい

ます。

本統合報告書の記載内容に関する注意事項

本統合報告書に記載されている情報には、当社将来の⾒通しに関する記述が含まれています。これらは現在当社が⼊⼿している情報および合理的であ

ると判断する⼀定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により⼤きく

異なる可能性がございます。

Good Job Creations

（Singapore）Pte. Ltd.

Scientec Consulting Pte. Ltd. The Chapman Consulting Group

Pte. Ltd.

Oriental Aviation International

Pte. Ltd.

Ethos BeathChapman Australia

Pty. Ltd.

Quay Appointments Pty. Ltd. u&u Holdings Pty. Ltd.

DFP Recruitment Holdings Pty.

Ltd.

Asia Recruit Holdings Sdn. Bhd.
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財務‧非財務情報

財務情報

損益状況

単位 2021.3 2022.3 2023.3

売上収益 百万円 118,249 131,080 143,932

営業利益 百万円 4,030 5,472 5,318

親会社の所有者に帰属する当期利益 百万円 2,363 3,286 3,236

財政状況

単位 2021.3 2022.3 2023.3

資本合計 百万円 10,027 13,121 15,877

資産合計 百万円 46,760 52,350 54,939

キャッシュ‧フローの状況

単位 2021.3 2022.3 2023.3

営業活動によるキャッシュ‧フロー 百万円 4,316 4,350 4,816

投資活動によるキャッシュ‧フロー 百万円 ▲433 ▲306 ▲1,761

フリーキャッシュ‧フロー 百万円 3,883 4,044 3,055

財務活動によるキャッシュ‧フロー 百万円 ▲2,646 ▲2,959 ▲2,783

財務指標

単位 2021.3 2022.3 2023.3

ROE % 35.1 33.5 24.9

ROA % 5.2 6.6 6.0

EBITDA 百万円 6,259 7,556 7,456

基本的1株当たり当期利益 円 106.35 147.03 143.20

1株当たり親会社所有者帰属持分 円 370.13 505.08 646.04

1株当たり配当（DPS） 円 24.00 34.00 44.00

配当性向（連結） % 22.6 23.1 30.7

財務情報（10か年分）
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非財務情報

Well-being ※1

単位 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3

Well-beingスコア pt - 66.1 65.7 66.1 66.5

はたらくWell-being※2

①はたらくの体験 % - - - 47.4 50.9

②はたらくの評価 % - - - 59.4 61.1

③はたらくの自己決定 % - - - 49.4 57.6

※1 株式会社ウィルグループおよび国内主要子会社の正社員の数値

※2 はたらくWell-beingとは「はたらくことを通して、その人自身が感じる幸せや満足感」

環境※3

単位 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3

CO2排出量合計 t-CO2 - 1,967.0 1,440.0 1,472.1 1,565.2

Scope1における排出量 t-CO2 - 343.1 270.5 289.6 329.5

Scope2における排出量 t-CO2 - 772.2 704.8 647.5 631.3

Scope3における排出量 t-CO2 - 851.7 464.7 535.0 604.4

職場の安全対策スコア % - - - - 61.3

※3 株式会社ウィルグループおよび国内主要子会社の数値

社会‧人的資本 ※4※5※6

単位 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3

正社員数※4 名 1,997 2,285 2,127 2,165 2,427

国内 名 1,535 1,732 1,632 1,671 1,779

海外 名 462 553 495 494 648

男性 名 1,259 1,378 1,235 1,282 1,380

女性 名 738 907 892 883 1,047

採用人数※4 名 599 650 369 543 559

国内新卒採用 名 117 124 81 53 85

男性 名 74 65 52 36 46

女性 名 43 59 29 17 39

国内中途採用 名 313 335 197 268 314

男性 名 209 225 118 177 206

女性 名 104 110 79 91 108

海外採用 名 169 191 91 222 160

男性 名 62 76 30 91 52

女性 名 107 115 61 131 108
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人材戦略 重点課題 中期経営計画 事業ポートフォリオ サステナビリティ
の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023
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�� 正社員数‧採用人数‧契約社員数‧女性管理職比率（���
年��期以降）‧外国人管理職比率‧平均年齢‧平均勤'年数は海外含むグループ連結の数値

�� 正社員派遣数‧派遣スタッフ数は国内主要子会社の数値

�� その他は株式会社ウィルグループおよび国内主要子会社の正社員の数値
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人材戦略 重点課題 中期経営計画 事業ポートフォリオ サステナビリティ
の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023

ガバナンス※7※8

単位 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3

社外取締役比率※7 % 40.0 40.0 40.0 42.9 60.0

女性役員比率※7

社内取締役 % 0 0 0 0 0

社外取締役 % 0 50.0 50.0 33.3 33.3

監査役 % 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3

重大な情報漏洩件数 件 0 0 0 0 0

懲戒解雇に至ったハラスメント件数 件 0 0 0 0 0

不正件数（贈収賄‧汚職‧腐敗‧不正会計） 件 0 0 0 0 0

コンプライアンス研修の受講率 % - - 99.5 89.7 72.5

重篤な労災件数 件 0 0 0 0 0

政治献金 円 0 0 0 0 0

※7 社外取締役比率‧女性役員比率は株式会社ウィルグループの各期翌年6月時点の数値

※8 その他は株式会社ウィルグループおよび国内主要子会社の数値
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人材戦略 重点課題 中期経営計画 事業ポートフォリオ サステナビリティ
の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023
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人材戦略 重点課題 中期経営計画 事業ポートフォリオ サステナビリティ
の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023
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*�%,�; 568名

%,�派遣; 3,866名

派遣スタッフ;17,059名

幅広い職種の求人

就業先でのチームビルディングノウハウ

自律したキャリア形成を支援する仕組み

専門資格の取得を支援する仕組み

��,�; 約3,000社

グループ
,�;49社

*�展2��; 10カ国

資#0; 2,187百万円

)己資#比率;52.4％

ROIC; 16.6%

財務価値 非財務価値

143,932百万円

5,318百万円

�	収益;

営��益;

総還元�向;31.2%

Well-beingスコア;66.5pt
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社員座談会

「チャレンジを称える風土」「当事者意識の高い人材」「チームワークの良好な組織」など、ウィルグループの風土にはいくつもの特長があります。

入社年度や立場の異なる社員4名がそれぞれ、これらの特長について具体的なエピソードを交えながら熱く語り合いました。その内容は、ウィルグル

ープの強みをはじめ、会社‧個人の成長に向けて今取り組むべき課題、ウィルグループが世の中に提供している価値にまで及びました。

入社の決め手は先輩社員の輝く姿

田中���
たなか あやか

$�
,`]¤d�¬§­i

�¤sk\g�£\��/

7��
���	�,8

$��%次
いしざか じゅんじ

$�
,`]¤d�¬mªs�

¢iq ª

��#/

7��
���	�,8

�����
こばやし ひろあき

$�
,`]¤d�¬§­i

m­¤\ª�d�]s�p^ª

��/

7��

�
/�,8

�本��
おかもと あや

$�
,`]¤d�¬§­i

m­�¥­�o�­�#/

7������	�,8

#は��
��の�	�,で、)�、ウィルオブ‧ワークで��4を�めています。ウィルグループに�,したのは、�')�で
,)�
をの

ぞいてみたら、,�の さんがひときわ,いて.えたからです。ありきたりな!!ですが、���に�かれて�,を��しました。�,してか

ら��が
�しています。

+


�じく��
��の�	�,で、+
と�#です。#は、�')�ではお0を#ぎたいといった��とした&�ちから、���や�,の�)5�

を�けていました。ウィルグループも#の�!���&で(�した
,でした。
,)�
で)
4の�+さんの�"も1+(しているのは

�0を3めること、そして、
をやるかではなく-と
を+ すかが���という)'がとても�に0いたのと、ミッション‧ビジョン‧バ

リューに�"したことも�,の�め�になりました。

$�

#はウィルグループに�,して4くなりますが、�')�に1しては$�さんと�じで、�

#にやりたいことがなく、��く
,)�
を�けていました。そうした
で、ウィルグル

ープの)�
に�
した2、�!�)��だった),4の)さんが
,について,る�にカ

リスマ�を"じ、'を�たれました。,�の さんも �+に1しかけてくれて、�や�の

!&を��にしている
,だと ったのが�*+でした。

�#��

�#
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手を挙げる人の勇気を認めてくれる、仲間想いの会社

小林�弘明

会社も個人もお客さまやスタッフから選ばれる存在に

田
��夏

#は さんと.い
/�,で、�	で�-した1-を辞めて、派遣,�として#1する!に�
ったのがウィルグループでした。�!、)�

も�幌��にいる,�が#の��で、�派遣,�である#を��の,
�として�してくれることに"�し、なんて$�な,�がいる
,な

んだろうと いました。�,で派遣,�として�き�めて���、�%,�にならない<�と�をかけていただき、�,を	�。�,�はミ

ッション‧ビジョン‧バリューは$らなかったのですが、
�り返ると、�2にそれらを
)している,�が�,の�め�でしたね。

小林

ウィルグループの 4は、チームワークや�0を�切にするところです。この��0�とは,�だけでなく、派遣,�9�	、スタッフ:も

含みます。�,�が�for sta��を
)していると います。

小林

�0想いは、その-りですね。それから、�を挙げる�にチャンスを与えてくれる
,です。ウィルグループには、�チャレンジ	
�とい

う,�に向けて	
するポジションに-候-できる
�や、�FA
��という�望する%織の責任'に"�)らを�り1�ことができる
�

があります。それ��にも、日1のコミュニケーションで�こういう仕�がしたい��こういう�'に就きたい�と1していると、�材が必

+になった!に�をかけてくれる。ちゃんとキャッチアップして、その3筋に導いてくれるのは"じますね。

岡本

#も��$の仕�がしたい�と言い続けていたら、営��進/で,��$を任してもらいました。小林

#も���4をやりたいです�と�を挙げたから、
のポジションに就かせてもらってい

ます。�0想いの,�に惹かれて�った
,なので、)�の�'が	がっても、/	やス

タッフの+(で1す��を持ち続けたいですね。

田中

ウィルグループは勇&を�して�を挙げる価値を認めてくれる
,ですよね。バリュー

�Believe in Your Possibility ー�(�を
じるー�は、できるかわからなくても、まず挑

�してみることをよしとしています。�4し続けるために挑�し、それを�0が�え�

う。これが,2になっていると います。

石坂

差��しづらい�材派遣‧紹	ビジネスにおいて、ウィルグループがお�さまから3ばれるのは、サービスのクオリティの4さと�材が評価

されているからだと"じます。
,も、 に�材�)‧$�には�を�れていますよね。��が3ばれる
�になるには、お�さまに/いこ

とも悪いことも%"に伝えること、そしてパートナーになることです。#は、究極を言うと、お�さまの課4が解�できれば、�	につなが

らなくてもいいと っているんです。なぜなら、
,のミッションは��と%織をポジティブに�革する�だから。お�さまと�1を1ね、


った!に相談しようと っていただけるような1係�を&き、
,としてだけでなく��としても
2を得られれば、ひいてはそれが競争


�に.びつくかと っています。

石坂

そうですね。#はスタッフにアンケートをとって、�析やフィードバックをしていますが、�ウィルグループのことが好き�な!由として、

���'�を挙げる�が��います。��'とスタッフとの/好な1係�がスタッフからもお�さまからも3ばれる!由になっていると い

ます。

岡本

それがウィルグループの�みですよね。,�がお�さまやスタッフに,摯に��している

から、,�に惹かれて�,する�がいるし、ウィルグループを
)して3んでくれるお�

%やスタッフもいます。

田中

営��のお�さまにお叱りを�けて粘り�く��したとき、	司が�よく頑�った。よく

やりきった�と認めてくれたことがありました。このまま進めていいか/
で迷っていた

とき、�君はどうしたいの<�と質�をしてくれて、#が�こうやって営�をしていきた

いです�と!えると、�なら、頑�ろう。責任は�るから�と言ってくれました。)ら&

えさせ、その�志を尊1してくれる��やチームワークもありますね。

石坂

�の魅�が
,の競争
��を4めていますね。#も営�をしていると、お�さまから��,の�みは、コンプライアンスとスタッフフォロ

ー�ですね�とよく言われます。例えば、コンプライアンスについては、お�さまが��かりな��フロー改革を-う2、派遣�	�4ない

か、�)�(�はどれくらいあるかなど、
2されているからこその相談を持ち�けられます。スタッフフォロー�については、���にス

タッフの%�を.に-き、%�!にまた.に-って、勤怠$!は),システムで-う。ここまでやる派遣
,はあまりないと います。もっ

ともこれらは、-%な��を継続していくのに必+なことです。� 、属�+なノウハウやスキルに2ってきた/�もあるので、
はナレッ

ジを��$にする�準�プロジェクトを進めています。
かを�えたり、�めたりがスピーディーにできるのも�,の 4です。

小林
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次の成長に向けて課題の早期解決を

石坂 準次

働く選択肢を増やすというウィルグループとしての価値創出

一方で、課題もあります。ここ数年、私たちが大事にしてきた人材への投+が少しだけ停滞している気がします。若手の台頭や可能性を信じ

て機会を与える文化が社員に浸透し、フレッシュな発想と情�で会社ごと盛り上がるのがウィルグループです。ただ、今と昔では違ってきて

いると感じていて、国内Working領
の多くが安定期の今、成長期にあったエネルギーの行き場が少なくなり、力を発揮したいのにできない

人材は去るという状況ができてしまっていると個人的には思います。

石坂

私もそれは感じます。会社が大きくなったことや働き方の変化が影響していると思いますが、コロナ禍に入社した人たちはコロナ以前と"較

すると、OJTや社員交流の機会が少なく、文化の伝承を含めコミュニケーション不足を感じます。1on1や部門を越えた対話の機会などは定期

的にあるものの、ここはよりよくしていきたいところですね。

小林

ウィルグループは、目指す方向へと人が集まってそのエネルギーに共感‧共鳴し、つらいことも頑張って�り越えて大きな成果を手に入れ

る。そういうムーブメントを起こせる会社なので、「私たちの力はこんなもんじゃない！」と思っています。

石坂

女性の立場からすると、昔と"べて、今はずいぶん働きやすくなりました。ただ、間接部

門にいる私は仕事をある程度コントロールでき、家庭と�立しながらフレックスやリモー

トワークを活用して働けていますが、例えば、営業担当が産休明けすぐに現場に戻れるか

と言えば、難しいと感じる人が多いと思います。それでも、営業の第一線で輝きたい、ス

タッフ‧お客さまのために働きたいという人もいるので、復帰時にも社員一人ひとりが希

望するキャリアを実現できるようになるといいですね。

岡本

女性の立場でもう一つ、女性の役職者についてです。リーダーや支店長などの役職は徐々

に女性が増えてきていますが、エリアマネージャーや部長などの役職は女性が少ないです

ね。採用母数の改善や定着の強化、キャリア研修やマネジメント強化研修など会社も様々

な取り組みを実施していますが、まだまだ改善していく余地はあるんだと思います。

田中

それから、職種とマーケットが特化している事業部制には強みも課題もあります。会社の規模が小さかった頃はワンフロアで全員の顔が認識

できましたが、今はみんないろんな場所に拠点があり、リモートワークもあり、事業部制の強みを活かすための情報共有やシナジーを生むこ

とが難しい。ただ、会社の成長のために、これらは早期に解決していきたいですね。

岡本

事業部制の話の続きで、コングロマリット企業のウィルグループは事業領域が分散しています。販売、コールセンター、製造、介護、建設な

ど各領域で縦のキャリアを積むだけでなく、他の職種のキャリアを積みたいと考えるスタッフも多いはずです。また、例えばコールセンター

で働くスタッフは、ウィルグループをコールセンターの会社だと誤認していたりします。これでは社員もスタッフも能力を活かしきれないの

で、2023年4月からキャリアチェンジして経験を積める試みを始めています。成果が表れるのはこれからですが、販売をしていた人が未経験

でインフラエンジニアになって頑張っている例もあります。

岡本

すでにキャリアの選択肢は多い会社なので、岡本さんが言うように、いろいろな働き方があることを周知し、そのきっかけを提供していきた

いですね。自分は「こんな仕事もできそう」から始まって、例えば、建設会社で多くの資格を取得し、キャリアに専門性の上積みができると

いう環境を整える。これが実現すれば、会社の存在価値も上がります。

石坂

以前は、人材会社の存在価値は人材供給と定着でした。しかし、SDGsや多様性などの社会的背景があり、今はそれだけでは価値を認められづ

らくなっています。そこで私の事業部では、厚生労働省委託機関と共同で、派遣未登録の人を対象にした就労支援、キャリア形成支援サービ

スを始めています。高いスキルや経験のある人でも職歴のブランクが就職の足かせとなるケースが多々あるので、その社会復帰を支援してい

ます。

小林

介護領域にいる私は、介護職に就いていた人が産休‧育休を経て職場復帰する時、体力や子育てなどを心配している人には介護職だけではな

く、コールセンターや事務職も紹介しています。会社として事業部制の大きなシナジーはまだあまり生み出せていないかもしれないですが、

現場ではキャリアチェンジの支援は以前から行っています。

田中

田中さんとは厚木支店で一緒に働いていた時期がありましたね。私は製造領域、田中さんは介護領域で。「介護にこういうスタッフさんがい

るんだけど、本人のやりたいことや条件を考えると製造の方がいいと思うんだけどどうかな？」と連絡をくれたりして。当時から、スタッフ

の働く選択肢を広げていて、田中さんをすごいなと思っていました。

石坂
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「Believe in Your Possibility -可能性を信じる-」の先で実現したいこと

私はグループシナジーを生むための部門に異動してきたので、スタッフのキャリア形成についてもっと考えていきたいですね。20代ならまだ

しも、30代、40代になると、将来への不安が生じてくることが多いです。「正社員になれるチャンスがあったのに」などと後悔する人もいま

す。そこで、スタッフが若いうちから将来やキャリアについて考える仕組みをつくりたい。そのためにも、まずは担当のキャリアカウンセリ

ング能力を上げていく取り組みを進めていきます。

岡本

これからの会社の存在価値を高めていくために、従来の人材ビジネスだけではダメだというのは、みんな感じています。私は就労支援サービ

スやナレッジ標準化プロジェクトを推進していますが、今後も新しいサービスや新しい価値を創出し提供していきます。

小林

ウィルグループには、社員が新しいビジネスを企画‧提案する「Raise」というプログラムがあります。私も、働く親がもっと生活に余白を持

てるような企画を提案しましたが、残念ながら落選してしまいました。もっと的を絞って、再度挑戦したいと思っています。

田中

ウィルグループは海外展開も行っていますが、日本での知名度がまだ低いので、日本を元気にする仕事に携わりたいですね。ミッションに

「個と組織をポジティブに変革する」を掲げている私たちが業界や産業とのシナジーを最大化し、日本全体をポジティブにしていく。そんな

会社に成長できれば、社員のウェルビーイングも上がり、会社の存在価値も上がっていくと思っています。力を合わせて、会社も、社会もポ

ジティブに変えていきましょう！

石坂
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Well-being（≒ポジティブ）を波及させていく

鳥谷部 大樹
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人的資本経営とWell-beingの共通点

石川 善樹

派遣スタッフの働きがい向上のために

横3にそれますが、2年は人的資本経営が重要といわれています。ウィルグループは人を大切にしていますし、お互いの
�を尊重し合うこ

とは、Well-beingにつながる部分があると思います。

鳥谷部

人的資本経営は、一橋大学CFO教$研究センター長の伊藤邦雄氏が人的資本経営コンソーシアムで使い始めた言葉で、グローバルでは約10年

前からDE＆I（ダイバーシティ‧エクイティ＆インクルージョン）の背景で使われています。会社であれば、女性、中途採用、外国人など立場

の弱い人のWell-beingを大事にしようという……。日本では「ダイバーシティ」だけが強調されて女性の管理職を増やせといった議論になり

がちですが、本来は性差の�別なくWell-beingやエンゲージメントを高めていくものです。

石川

日本でも、人的資本という言葉を使わなくても、会社は人材を大切にするべきです。すでに終身雇用の時代ではありませんが、会社は社員と

相互依
体質的な強みを発揮することもあります。人材流動性が日本と比較すると高い海外では、社員のエンゲージメントやオンボーディン

グ、評価を意識しなければ人はすぐに辞めていきます。人的資本経営は、未来を展望する時に「あなたの会社や社員にはポテンシャルがあり

ますか、そこを意識して経営していますか」と発展的‧持続的に考える示唆を含むものです。ただ、ステークホルダーとの会話の中では、

ESGやSDGsよりも、KPIや業績に関心が多く集まることもあり、違和感を覚えます。

角

見ている時間軸の違いですね。短期的に見ている人はKPIや予実の乖離を気にしますし、

長期で見ている人ほどWell-beingやサステナビリティを気にします。特に投資家やアナリ

ストは、
企業における個別の取り組みよりも横並びで比較できる売上や利益といった指

標に関心を持ちますが、数年後にはWell-beingもこの指標に入るでしょう。現に、米国の

S&P社はグローバルESG調査項目に社員のWell-beingを加えましたし、Indeed社は企業の

Well-beingについて社員2,000万人以上を調査しており、Well-beingが低い会社には�職者

が集まりにくいという傾向が出ています。国際的なイニシアチブのImpact Management

Platformでは、投資を行う際にはインパクトを重視すべきとし、インパクトの定義にWell-

beingを入れ込んだばかりです。

石川

ウィルグループの派遣スタッフは、その働き方を「いい感じ」と捉えている人と、不安を抱えながら働いている人に分かれます。「いい感

じ」と捉えているのは、本気で取り組む主軸が別にあり、例えば、子$てをしながら通勤圏内で都合の合う時間�で働ける人や、自分の夢を

追いかけながら派遣の仕事をしている人です。一方、将来的に派遣のままでいいのかと不安を抱えながら働いている人もいます。ウィルグル

ープではこの両者に対して、派遣先で働きがいを感じられるように取り組んでいます。

角

人材サービスには外部環境の変化の影響もありますよね。石川

そうですね。現在は、人手不足かつテクノロジーの進化により、職種の需給バランスが加速度的に変化しています。特に、販売職やコールセ

ンター、工場での軽作業など、テンポラリーで未経験でも従事できる職種群が自動化されるという潮流があります。そうした人たちにも「い

い感じ」になる選�肢を提供したい。最終的に選�するのは本人ですが、やりたいことや自分に合う仕事がわからない人が多く、意志を持っ

て選ぶことは難しいものです。

角

会社の雰囲気、上司がどんな人なのかわからないという声もよく#きますね。石川

そうした複数のわからないものがある中で、大量の選択肢を用意して選んでもらうのではなく、その人にとって「いい感じ」になる選択肢を1

つ、2つから、3つ、4つと増やしていく。このアプローチをするのにウィルグループが適しているのは、コングロマリット企業であり、かつ日

本全国‧海外に展開していること。この規模で、これだけの職種を有する競合企業はあまり多くはなく、派遣スタッフのキャリアを横に広げ

るだけでなく、縦にも伸ばしていきます。例えば、販売から営業、セールスに派生させて、法人営業のキャリアをつくる。コールセンターで

働く人は、システムを使いながら丁寧かつ効率良く対応できるので、テクニカルサポートやヘルプデスク、RPAの対応ができる人材に。工場

で働く人は、軽作業からよりスキルフルなエンジニアに。これからは派遣スタッフと共に、「今後どうしていくか」について時間をかけて話

し合える体制を整えます。キャリアパスを用意してWell-beingを保つことは、ウィルグループの競争優位の源泉となります。

角

角さんが言われるとおり、派遣スタッフのスキル、キャリア、ライフスタイルを考えることはWell-beingやWell-doingを長く支えることにな

り、やりがいにもなります。現在は、求職者の取り合いが起きており、マッチングが不十分なことも多いようですが、その点でウィルグルー

プの取り組みは他社との差別化要因になるはずです。

石川
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Well-beingの実現にはコーチングが有効

Well-beingの実現に向けた取り組みについては、実際に施策を進めている鳥谷部から申し上げます。角

ウィルグループのWell-beingは、まず関係性に注目しています。その関係性をより良くするための施策で、手応えを感じているのがコーチン

グの学習です。私もコーチングを学び、Well-beingの向上を実感し続けています。これは、コーチングの核心が「私はどう生きたいのか」と

いう探究だからです。また、よりよい関係性を創るための知恵やスキルがコーチングにはたくさんあるからです。そのようなコーチングを習

得することで、派遣スタッフはどう生きたいのだろうかという観点を持ちながら最適なサービスを提供できるようになる。このことは、社員

自身のやりがいやWell-beingの向上にもつながりますし、数千人の社員がこのようにアップデートすることができれば、会社の事業価値が上

がります。

鳥谷部

コーチングを受けて生き方が変わったという声はありますか。石川

たくさんあります。新しい学びを得て、毎日生き生きしているという人、未来を描けるようになったという人、今の環境に身を置いているこ

とが喜びに変わったという人など……。社長が冒頭で述べたように、Well-beingは人それぞれですが、コーチングを機に自分自身のWell-

beingを育めるようになる人が数多くいます。

鳥谷部

手応えを感じているものは、コーチングの習得のほか、多数で話し合う機会に必要なダイアログの実践がありますね。角

ダイアログの実践を通じて私たちは、お互いの可能性を信じ、共に引き出し合い、協創することを学び続けています。よい未来は、このよう

にして創られていくものだと感じています。コーチングを通じて個と組織をポジティブに変革し、ステークホルダーとのダイアログを通して

Well-beingを未来へとつなげていきたいと思っています。

鳥谷部

ウィルグループのWell-beingを向上させ、日本社会、さらに世界へと広げていけるよう、これからも力を注いでいきます。角
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利益最大化領域

海外

事業内容

主に、シンガポール、オーストラリアを中心に、人材派遣、人材紹介などの人材サービスを行って

います。人材派遣については、比較的景気に左右されにくい政府‧自治体等が主な派遣先です。人

材紹介については、金融、情報通信業務等幅広い分野で事業を展開しています。

数値情報

展開国
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今後の方針

ポストコロナの一時的な人材需要は一巡したものの、コロナ前にはなかったパイプラインができたため、コンサルタントを増員し、人材紹介の売上比

率を2026年3月期時点で、2023年3月期比＋3％にし、営業利益率を高めていきます。また、景気に左右されにくい強固な基盤を構築するため、引き続

き政府‧自治体等のディフェンシブ領域での人材派遣も拡大していきます。また、持続的な成長に向けてリテンションプランの策定、現地子会社の創

業者や第2世代経営者から第3世代へのサクセッションプランを策定し、統制も強化していきます。
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介護

事業内容

介護施設を運営する企業に対して、介護スタッフの派遣、紹介予定派遣、人材紹介を行い、介護施

設の安定運営を実現するサービスを提供しています。また、初任者研修や実務者研修などの資格取

得支援サービス「WILLOFケアアカデミー」を運営し、スタッフのスキルアップ、キャリア支援を

行っています。

数値情報

SWOT分析

今後の方針

介護業界において特定技能外国人の受け入れ拡大は、人手不足解消に不可欠であり、同時に大きな市場成長が見込まれるため、外国人管理受託を中心

とした特定技能外国人領域を強化していきます。また、自社教室として6拠点（新宿‧横浜‧大阪‧広島‧北九州‧福岡）に展開しているWILLOFケア

アカデミーを、取引顧客の施設内にサテライト校として展開し、資格取得の機会を派遣スタッフ‧外国人を含む顧客職員はもとより周辺の他法人施設

職員にも利便性高く提供することで、サービスブランドの認知度や市場評価を高めていきます。
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セールスアウトソーシング

事業内容

家電量販店、アパレルショップ等における顧客の商品‧サービス拡大の支援、大手IT関連企業の各

種キャンペーンの企画‧運営を中心に行っています。家電量販店等における販売支援では、スマー

トフォン等のモバイルデバイスが中心であり、接客、商品説明、申し込み等の販売業務や販売スタ

ッフのマネジメント、販売情報の収集‧報告等の業務に従事するスタッフの派遣、業務請負、販促

イベントやキャンペーンのプロモーションを行っています。

数値情報

SWOT分析

今後の方針

営業支援とアパレル領域の拡大に取り組みます。営業支援は、SNSやリファラル採用をプロジェクト化し、人材の供給力を強化するとともに、マネジ

メントの型を拡充し、高水準の運営再現性も強化します。アパレルは、継続的な取引実績のある顧客に注力し、マインドインストアシェアを拡大し、

販売代行の運営力を強化します。また、メタバースを活用したマーケティングや販売代行など、新たな取り組みも推進していきます。
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コールセンターアウトソーシング

事業内容

コールセンターを運営する企業やテレマーケティングサービスを展開する企業において、当該業務

を通じた、顧客とエンドユーザー間との信頼関係を構築することを支援するサービスを提供してい

ます。また、オフィス等への事務職等の人材派遣、紹介事業を行っています。コールセンターの中

でも、通信会社、BPO（企業の業務プロセスの一部を継 続的に外部の企業に委託すること）、金融

機関向けを中心としており、情報提供、配送、アフターサービス、相談、苦情の受付、処理、解決

等の業務に従事するスタッフの派遣を行っています。また、自社でコールセンターを保有（高知

市、郡山市、山形市、金沢市）しており、そこでは顧客のテレマーケティング業務の請負等も行っ

ています。

数値情報

SWOT分析

今後の方針

金融領域と業務委託の拡大、新規領域のサービス開発に取り組みます。金融領域は、証券外務員資格やフィナンシャルプランナー資格など金融関連の

資格取得を支援し、派遣スタッフのスキルアップサポートを強化します。業務委託は、全国の社員に委託研修を実施し、派遣だけではなく委託もクロ

スセルできるよう委託営業の平準化をしていきます。新規領域は、事前研修サービス「YUMEIKU」やコールセンターの総合情報ポータルサイト「コネ

ナビ」などから新たなサービスを開発していきます。

42 WILL GROUP INTGRATED REPORT 2023



人材戦略 重点課題 中期経営計画 事業ポートフォリオ サステナビリティ
の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023

ファクトリーアウトソーシング

事業内容

食品、電気機器、電子機器、輸送用機器、化学‧薬品、金属等の製造業の生産過程において、技術

や人材管理ノウハウを提供し、顧客の生産性の向上を実現するサービスを提供しています。製造業

の中でも、比較的景気に左右されにくい食品製造業を中心としており、製造、検査、品質管理、仕

分け、梱包等の業務に従事するスタッフの派遣、業務請負を行っています。また、今後増加が見込

まれる外国人労働者のサポート管理受託サービスも行っています。

数値情報

SWOT分析

今後の方針

外国人管理受託、正社員派遣の拡大に取り組みます。外国人管理受託の拡大は、営業人員の増員により新規オーダー獲得を強化するとともに、現地で

の採用については、現地の法人、学校等とのアライアンスも強化します。正社員派遣の拡大は、建設技術者、セールスアウトソーシング領域で培った

採用ノウハウを、ファクトリーアウトソーシング領域にも展開していきます。
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探索領域

探索領域とは、将来グループの柱となれる事業で、個別に経営指標を設定し、投資を実行するか見極める事業群と位置づけています。次なる戦略投資

領域として、既存事業の周辺領域で、営業利益率の高いビジネスを探索し、将来的な連結営業利益率向上を図っています。

過去には、外国人の労務管理システムやライフサポートを中心にしたHR Techプロダクト、ITコンサルティングなどを展開しておりましたが、成長が見

込めない領域からは撤退する判断をしました。

現在では、システムエンジニアの人材派遣や人材紹介などIT人材サービス、技能実習や特定技能な

ど日本で働く外国人を中心にした在日外国人向けサービス、建設技術者領域におけるダイレクトリ

クルーティングサービスなど、市場成長が見込めるだけではなく、当社グループの既存事業とのシ

ナジーも見込める領域にフォーカスし、サービス拡大をしています。また、探索領域においては、

オーガニック成長に限らず、「働く人をエキスパートにするキャリアパスの最大化と最適化」との

整合性を重視しながら、M&A等の投資を通じての拡大も検討しています。
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人材戦略 重点課題 中期経営計画 事業ポートフォリオ サステナビリティ
の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023

社会

人権方針

当社グループが取り組むべき重点課題として「Well-beingの向上」を掲げており、当社グループと関わる働く人がWell-beingであること、つまり身体

的‧"神的‧社会的に	�な状�であるためには、人��重の��は必要�可�です。性別、国籍、年4、/がいなどに�われず、すべての人の人�

を確�し、サステナブル（持続可能）な社会の実現に'�します。


´�2/$3�1

当社グループは、「国際人�"�」、「子供の�利とビジネス原�」、「�働における�本的原�および�利に関するILOの�言」、および「ビジネス

と人�に関する指�原�」等の人�に関する国際規$を�持、�重します。そして、自らの事業)動に関わるあらゆるステークホルダーに対する�

別、�力行�、セクシャルハラスメント、パワーハラスメント等の人�への,の�0の1�または.�します。

�´���3!�

当社グループは、性別、年4、/がい、国籍、人種、性自認、�教などを理!とした�別や人�を��する行�を行いません。�別のない-もが働き

やすい'場づくりを目指し、社�)�や相+‧通報)口の設&など、人�問題の��1�や�#��‧解決します。
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社会復帰支援プロジェクト「YUMEIKU HOPE」
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の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023

マッチングギフト制度「and WILL」

当社グループは事業‧ビジネス以外でも「�と組織をポジティブに変革するチェンジエージェン

ト‧グループ」というミッションを体現していきたいという想いから、新たなマッチングギフト制

度を2022年8月に創設しました。自然災害発生時、社員から寄付金を/度
集し、寄付をしてくれ

た社員の想いに会社の想いを�せて、直�的に地方自治体や団体に寄付できる仕組みです。名称に

は、�WILL（ウィルグループ）�が様々な人や地域に寄り添っていくことと、人や会社に対し

て�WILL（より良い未来への意思）�を持つという想いが込められています。

一般財団法人WILLOF財団

当社グループは約25年にわたり人材サービスを�力として事業展開してきました。多くの方の就業

を支援する中で、自身の目的に合わせて「派遣社員という働き方」を選択する方も多く、そのよう

な方への支援は、「働き方」を提案する人材サービス企業としても重要だと考えています。当財団

は、夢や目標の実現を目指す派遣社員の�挑戦する意志�を支援しています。一つでも多くの夢や目

標が達成されること、夢を叶える姿が周囲に影響を与えることで、また新たな挑戦が生まれていく

ような、ポジティブが連鎖する社会の実現を目指します。

Day To Do Good（ボランティアデー）

当社グループの海外事業を統括しているWILL GROUP Asia Paci�c Pte. Ltd.では、「Being human,

always（常に人間らしく）」をバリューの1つとして掲げています。国内同様、事業‧ビジネス以

外でも、地域社会‧環境‧世界中の助けを必要とする人々にポジティブな影響を与える活動をして

います。2023年は、350人以上の社員が延べ1,000時間以上のボランティアを通じ、13,000ドル以上

の寄付‧3,500ドル以上の物品提供‧1,000食以上の食事提供を実施しました。
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ガバナンス

コーポレート‧ガバナンスハイライト

取締役会

2023年3月期開催回数 17回 当社の取締役会は月1回の定
取締役会の他、�要に�じて'時取締役会を適�開�しています。

'�

��
,��+�

��
,��+�

��
$��

��
,長


*�+�,長

監�役会

2023年3月期開催回数 15回
当社の監�役会は月1回の定
監�役会の他、�要に�じて'時監�役会を適�開�しています。監�役3

名は取締役会にも'�し、1要な意 �定において�に監�が行われる体
としています。

'�

��

,�$��

9��,�$���む:

��

,長

��,�$��

 ���会

2023年3月期開催回数 2回
当社の 名��会は最高&�*�者のサクセッションプランの�,や育成��のモニタリング、取締役の

選�‧(�にかかる事3#を�,しています。

'�

��
,��+�

��
,��+�

��
$��

��
,長

,��+�

報0��会

2023年3月期開催回数 4回
当社の報0��会は取締役会の��に�づき、株�'会‧取締役会で�,された報0
度および報03度

3の$	内で、取締役の�人別の*�および報03を�,‧#+をしています。

'�

��
,��+�

��
,長

,��+�

mª�¢^\ªs��会

2023年3月期開催回数 12回


表取締役社長を��長とし、当社グループの

取締役ならびに社内より選出した社�からなる

コンプライアンス��会において、法�3�に

ついて/度#+、�"し、各取締役または
行

役�がそれぞれの$�部2に�知��させる�

でコンプライアンスの意.�上を図っていま

す。

os���£�]��会

2023年3月期開催回数 1回


表取締役社長を��長とし、社内取締役
び

国内�要子会社の取締役が��として"成して

おり、サステナビリティに関する)動方1や実

行(画の
,‧検'‧"定、1�)4の#'!�

1��のモニタリング#を行います。

j¤­�&�会,

2023年3月期開催回数 12回

グループ&�会,では、当社グループの取締

役、
行役�を中�とし、"近の事業 
や業

!動�の分�ならびに中長#の事業戦!#の1

要事3を
,しています。
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人材戦略 重点課題 中期経営計画 事業ポートフォリオ サステナビリティ
の取り組み価値創造ストーリーウィルグループに

ついて統合報告書 2023

コーポレート‧ガバナンスの変遷

当社は、&�の.明性と健全性を#�するため、より一層のコーポレート‧ガバナンスの
実を図っています。��
�年には
表取締役�名体
、社外

取締役が�分の
以上を�める取締役会"成としました。����年には�性社外取締役の選�、����年にはサステナビリティ��会の設&など、&� 


の変�に迅速かつ�軟に対�できる体
を"&しています。

当社のコーポレート‧ガバナンスに関する「�本的な&え方 」や「コーポレート‧ガバナンス体
 」については、コーポレートサイトをご覧く

ださい。

取締役会における主な審議‧報告内容（2023年3月期）

カテゴリー 主な審議‧報告内容

経営戦略

�半#�算報�の承+

中#&�(画に関する審,

%����に関する審,

人�戦略に関する審,

業�
行の報�

ガバナンス

取締役会の実�性�上に関する審,

役�人事‧報酬の承+

コーポレート‧ガバナンスの��に関する審,

サステナビリティの�1に関する審,

内部監査.�の報�

資本政策

株�/�方針の承+

資金.-に関する審,

設
�資に関する審,

当社の「取締役会‧監査役会の実�性の#� 」や「取締役会の実�性*�の実施（����年��#） 」については、コーポレートサイトをご覧く

ださい。
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ウィルグループで起こしたいポジティブな変化

経歴
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2014年2月 WILL GROUP Asia Paci�c Pte. Ltd.

Director就任

2014年8月 Scientec Consulting Pte. Ltd.

Director就任

2016年2月 Oriental Aviation International Pte.

Ltd. Director就任

2016年6月 当社 代表取締役会長就任

株式会社セントメディア（現 株式会社ウィルオブ‧ワーク）取締役就任

2017年1月 Ethos Corporation Pty Ltd Director就任

2018年1月 DFP Recruitment Holdings Pty Ltd

Director就任

2019年8月 株式会社識学 社外取締役就任

2020年1月 株式会社グラフィコ 社外取締役就任（現任）

2022年6月 当社 取締役会長就任（現任）

代表取締役社長

角 裕一

自分の可能性を信じられる社会にするため、ポジティブに働ける選択肢の最大化

当社グループの国内主要子会社で営業を経験した後、国内グループ全体の人事部門責任者を経て、2021年4

月に注力領域である建設技術者領域の株式会社ウィルオブ‧コンストラクションの代表取締役社長に就任。

人材ビジネスに関する豊富な知見を有し、強いリーダーシップによって当社グループの事業領域の拡大に貢

献。

2003年4月 株式会社セントメディア（現 株式会社ウィルオブ‧ワーク） 入社

2006年4月 株式会社ウィルホールディングス（現 当社） 入社

2009年4月 株式会社セントメディアフィールドエージェント（現 株式会社ウィルオブ‧ワーク）

入社

2014年4月 同社 営業本部長

2016年4月 同社 取締役就任

2018年7月 当社 執行役員 人事本部長

2019年6月 株式会社セントメディア（現 株式会社ウィルオブ‧ワーク） 取締役就任

2021年4月 株式会社ウィルオブ‧コンストラクション 代表取締役就任

2022年6月 当社 取締役就任

2023年4月 WILL GROUP Asia Paci�c Pte. Ltd.Director就任（現任）

株式会社ウィルオブ‧ワーク 取締役就任（現任）

株式会社ウィルオブ‧コンストラクション 取締役就任（現任）

2023年6月 当社 代表取締役社長就任（現任）

0.13%持ち株比率 1年在任年数

ウィルグループで起こしたいポジティブな変化

経歴
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社外取締役

池側 千絵

何歩も先を見据えた真のグローバル経営管理

P＆Gジャパン合同会社のファイナンス部門へ入社、以降複数の米国先進企業の日本子会社でCFOを務め、グ

ローバル経営管理、経営企画、事業企画‧管理、経理財務税務などに従事。現在は日本企業の経営管理体制

の強化支援アドバイザリーや慶應義塾大学大学院経営管理研究科の非常勤講師も務める。

1989年4月 プロクター‧アンド‧ギャンブル‧ファー‧イースト‧インク（現 P&Gジャパン合同

会社）入社

2006年10月 日本マクドナルド株式会社 入社

2010年2月 レノボ‧ジャパン株式会社（現 レノボ‧ジャパン合同会社）取締役CFO 財務管理本部

長就任

2011年10月 NECパーソナルコンピュータ株式会社 社外監査役就任

2014年1月 日本ケロッグ合同会社 執行役員 経営管理‧財務本部長就任

2018年12月 合同会社西友（現 株式会社西友）経営管理本部コマーシャルファイナンス‧バイスプ

レジデント就任

2019年5月 ストラットコンサルティング株式会社 代表取締役就任（現任）

2019年11月 株式会社明光ネットワークジャパン社外取締役就任

2020年6月 当社 社外取締役就任（現任）

社外取締役

腰塚 國博

新しい時代に適合した先進企業へ、日本経済の復興を支える大企業へ

コニカミノルタ株式会社で取締役兼CTOを務め、DX推進や新規事業創出、海外の大型M&A、MOT、経営戦略

策定などに従事。2019年の役員定年後も同社において上級技術顧問や産学官AI開発プロジェクトの理事長‧

オーナーを務めるなど、技術戦略の策定や推進に貢献。

1981年4月 小西六写真工業株式会社（現 コニカミノルタ株式会社）入社

2012年4月 同社 執行役 開発統括本部技術戦略部長就任

2013年4月 同社 執行役 技術戦略部長 兼 開発本部長就任

2014年4月 同社 常務執行役 開発統括本部長兼 技術戦略部長就任

2015年4月 同社 常務執行役 事業開発本部長兼 開発統括本部長

6月 同社 取締役 兼 常務執行役事業開発本部長 兼 開発統括本部長就任

2016年4月 同社 取締役 兼 常務執行役事業開発本部長 兼 技術担当（CTO）就任

3年在任年数

ウィルグループで起こしたいポジティブな変化

経歴

1年在任年数

ウィルグループで起こしたいポジティブな変化

経歴
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2019年6月 同社 上級技術顧問

2020年5月 イオンモール株式会社 社外取締役就任（現任）

2021年6月 東�建設株式会社 社外取締役就任（現任）

2022年6月 当社 社外取締役就任（現任）株式会社エフ‧シー‧シー社外取締役就任（現任）

,��+�

4��!�

社会インフラ企業での&�や�/&3を)かし、ウィルグループの進�に'�

株式会社リクルートホールディングスで、インターネット部 の立ち上げ責任者を務め、 「情報と人との関

わり」に従事。2007年以降は楽天株式会社で、基�事業であるEC事業やその周辺事業の責任者‧常務執行役

員として事業開発やDXを推進し、企業の大きな成長に貢献。

1982年4月 株式会社リクルート（現 株式会社リクルートホールディングス）入社

2007年9月 楽天株式会社（現 楽天グループ株式会社）入社

2011年10月 同社 常務執行役員就任

2013年6月 株式会社LIFULL 社外取締役就任

2018年6月 Fringe81株式会社（現 Unipos株式会社）社外取締役就任（現任）

2021年3月 アディッシュ株式会社 社外取締役就任（現任）

2022年6月 当社 社外取締役就任（現任）

2023年5月 株式会社property technologies 社外取締役就任（現任）

��,�$��

�+�4)

�めだけではなく�りも��とする	全で�'+に�4できる%,への�/

公認会計�として大手監�法人で会計監�に従事した後、15年以上にわたり上場および上場準備会社の監�

役を務める。豊富な監�経験と専門知.を活かし、実効的な監�役監�を通じたガバナンス体制の強化に貢

献。

1997年10月 �日監�法人（現 有限責任 あずさ監�法人）入所

2001年4月 公認会計�登録

2004年1月 �田静)公認会計�事務所設立 所長（現任）

2006年7月 株式会社サンブリッジ 監�役就任


�����
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